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伊藤麻皿子 ･粥水段子 (京都大 ･丑長研)
ニホンザルは､内型的な短日季節繁耕動物とし
て知られており､秋から冬にかけて雌は排卵を絞
り返し､ヒトの卵瓜機能の好適なモデルとなって
いるOヒトの卵B!機能を考える上で､従来から卵
巣ホルモンとして知られているステロイドホルモ
ンに加えて､近年インヒビンの役割が注目されて
いる｡インヒビンは､卵胞頼粒屑細胞から分泌さ
れる棚田自TIホルモンであるが､分子構造からイ
ンヒビンAとBおよび Pro-αCの3種類が知られ
ている｡インヒビンAとBは､下垂体前菜から卵
胞刺激ホルモン分泌を抑制する主要なホルモンで
あるが､インヒビンPro-αCの生理的役割は不明
である｡これまでの共同利用研究で､ラジオイム
ノアッセイを用いて､雌ニホンザルのインヒビン
分泌を明らかにしてきた｡本研究では､近年開発
された2種類のサブユニットに対するサンドイッ
チ法による新しい酔顔免疫測定 (EuSA)法により
ニホンザルから分泌されるインヒビンの分子型を
確定すると共に､免疫組紙化学法による卵典紐椛
のインヒビンサブユニットの局在性について検討
することを目的とした｡
本年度は､免疫組械化学による検討を実施した｡
その結果､インヒビンα銃､βA鎖およびβB餌の
いずれも胞状卵胞の仰粒屑細胞に明らかな局在が
認められた｡問TT細胞には､いずれのインヒビン
サブユニットの局在も認められなかった｡従って､
雌ニホンザルでは､糊粒屑細胞からインヒビン A
とBのいずれも分泌される可能性が示唆された｡
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